
 

【添付資料】出演者プロフィール 

倉木麻衣 

1999 年 12 月 8 日「Love, Day After Tomorrow」で

日本デビュー。同作よりミリオンヒットを立て続けに

記録し、1st アルバム「delicious way」では 400 万

枚を突破、日本を代表する女性シンガーとなる。現在

CD TOTAL セールスは 2,000 万枚を突破。 

名探偵コナンとの長年にわたる強いタッグにより、

2017 年にはコラボ 21 作品で 「同じアーティストに

より歌われたアニメシリーズのテーマソング最多数」

としてギネスワールドレコーズ™に正式認定された。

（現在はコラボ 25 作品） 

昨年 10 月に最新アルバム「unconditional L♡VE」を

リリースし 12 月に配信ライブを開催するなど、精力的な活動を続けている。 

2012 年から始めたシンフォニックライブは、2019 年の billboard classics 公演（東京・兵庫）を含め

これまでに５公演を開催、指揮者 藤原いくろうとの名コンビで繰り広げられる豪華絢爛なオーケスト

ラとのコラボレーションは回を重ねるごとに話題に。 

今回２回目となる billboard classics とのコラボレーションで、3 年ぶりのオーケストラとの共演を果

たす。 

 

 

藤原いくろう（音楽監督・指揮） 

指揮者、ピアニストとしてステージ出演をしながら、作編曲

家としてアーティストへの楽曲提供、国内外の映画・ドラマ

のサウンドトラック制作など、その活動は多岐にわたる。

2009 年、香港のアカデミー賞と呼ばれる第 28 回香港電影金

像奨の授賞式において、音楽監督を務めた『画皮 あやかし

の恋』が、最優秀主題歌賞を受賞。作曲した主題歌「画心」

は中国の国民的ヒットソングとなり、現在も数多くの映像作

品のオファーを受け続けている。 

その幅広い活動の中でも、とりわけオーケストレーションを

得意とし、音楽監督としてポップスアーティストのシンフォ

ニックコンサートを数多く手がけ、高い評価を得ている。 

 

 

東京フィルハーモニー交響楽団 

1911 年創立。日本のオーケストラとして最古の歴史をもち、メンバー約 160 名、シンフォニーオーケ

ストラと劇場オーケストラの両機能を併せもつ。名誉音楽監督チョン・ミョンフン、首席指揮者アン

ドレア・バッティストーニ、特別客演指揮者ミハイル・プレトニョフ。自主公演の他、新国立劇場他

でのオペラ・バレエ演奏、NHK 他における放送演奏など、高水準の演奏活動を展開。また、海外公演

も積極的に行い、国内外から高い注目を集めている。 

1989 年から Bunkamura オーチャードホールとフランチャイズ契約を結んでいる。東京都文京区、千

葉県千葉市、長野県軽井沢町、新潟県長岡市と事業提携を結び、各地域との教育的、創造的な文化交

流を行っている。 

公式ウェブサイト https://www.tpo.or.jp/ 

 

セントラル愛知交響楽団 

1983 年ナゴヤシティ管弦楽団として発足。岩倉市との音楽文化普及事業委託契約による事業補助を受

け 1997 年に現名称に改名。2009 年一般社団法人となり、2021 年 4 月に愛知県より認定を受け公益社

団法人となる。2019 年 4 月から常任指揮者に名古屋出身の角田鋼亮が就任。定期演奏会、コンチェル

https://www.tpo.or.jp/


トシリーズ、「第九」演奏会等の自主公演をはじめ、年間約 100 回の公演はいずれも好評を博す。海外

（2007 年中国・2009 年タイ・2017 年韓国）でも公演し成功を収める。2015 年半田市と音楽文化振興

の協定、2019 年一般財団法人稲沢市文化振興財団とも協定を締結。1996 年「平成 7 年度愛知県芸術

文化選奨文化賞」、2005 年「平成 16 年度名古屋市芸術奨励賞」受賞、2007 年「第 2 回名古屋音楽ペ

ンクラブ賞」受賞。 

公式ウェブサイト http://www.caso.jp/ 

 

京都フィル・ビルボードクラシックスオーケストラ 

近年、サラ・ブライトマンや玉置浩二をはじめとする先鋭的音楽活動が注目されている京都フィルハ

ーモニー室内合奏団を中核に特別編成。 

京都フィルハーモニー室内合奏団は 1972 年に結成。一人一人がソリストの個性派揃いのプロの合奏

団。定期公演、特別公演、室内楽コンサート、子供のためのクラシック入門コンサート等を主催する

と同時に、各地ホール・教育委員会・鑑賞団体・テレビ・ラジオ・芸術祭等に多数出演している。「ク

オリティは高く、ステージは楽しく」というポリシーを持った京フィルは、クラシック音楽の他に

様々なジャンルの音楽もセンスある編曲を施して演奏し、多くの聴衆を魅了している。 

国内外の演奏家や指揮者と共演する一方、狂言、文楽人形、津軽三味線、尺八等の日本の伝統芸能と

のコラボレーションや、俳優、タレント、落語家、漫才師等の異分野との共演も積極的におこない、

“挑戦する室内オーケストラ”と大好評を博している。 

 

 

【本リリースに関するお問い合わせ先】 

株式会社阪神コンテンツリンク パフォーミング・アーツ部 

メールアドレス：bbc@hcl-c.com TEL：(03）5544-9802 FAX：（03）5544-9806 

ビルボードクラシックス公式ウェブサイト：https://billboard-cc.com/classics/ 

http://www.caso.jp/

